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せつつ のく に とがの ところ ぴき おじか 

むかし、 摂津 国の 刀 我 野と いう 所に、 一匹の 牡鹿が 

す おじか ひきな か めじ か 

住んで いました。 この 牡鹿に は 二 匹 仲の いい 牝 鹿が 

ぴき めじ か せつ つのく に ゆめの す 

あって、 一匹の 牝鹿 は摂津 国の 夢 野に 住んで いました。 

ぴき めじ か うみ あわじの くに のじ ま 

もう 一 匹の 牝鹿 は、 海 を 一 つへ だてた 淡路 国の 野 島に 

す おじか ひき めじ か あいだ しじゅう 

住んで いました。 牡鹿 はこの 二 匹の 牝 鹿の 間 を 始終 

さ 

行ったり 来たりして いました。 

おじか せつつ めじ か あわじ めじ か ほう 

けれども 牡鹿 は摂 津の牝 鹿よりも、 淡 路の牝 鹿の 方 

す あわじ ほう 

を、 よけい 好いて いました。 そしてい つも 淡路の 方へ 

行って 遊んで いる ことが 多い ので、 夢 野の 牝鹿 はさび 
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